2010年1月16日（土）グランドプリンスホテル京都にて2009年度全国都道府県校友会
「会長会議」「事務局長・幹事長会議」が実施された。各都道府県会長・事務局長・若手校友の3名（以上）が出席し、全体会につづいて、役職ごとの意見交換会が実施されこれからの校友会を考えるための充実したイベントとなった。

第1部　全体会
□開会
立命館大学校友会副会長西村義行氏より開会のご挨拶、続いて、立命館総長川口清史氏よりご挨拶があった。日ごろの校友会活動への感謝がのべられ、また前理事長である川本八郎氏著書「大学革命　立命館はなぜ成功したか」の紹介とともに大学危機の時代についても触れられた。

□事例発表会
校友連絡先の更新・高齢化への対応・若手および女性校友の取り込みなど、さらなる校友会活性化がのぞまれる校友会にあって、各都道府県の取り組み紹介による校友会全体の活性化・総合力向上を図るべく事例発表会が行われ、愛知県を含む3県からそれぞれユニークな活動の発表があった。

事例1：愛知県校友会　会長　林幸雄氏
愛知県は毎年秋にイヤーズミーティング（総会）を開催している。
近年では若手事務局による新歓イベントの実施やリコネクト東海の立ち上げなど若手校友向けの企画にも取り組んでいる。また、女性校友を対象とした大人女子部などの自主的な活動も始まっている。昨年名古屋市内で行われた全国校友大会は、京都・東京以外での初の地方実施となった。
開催にあたっては東海地区の4県（愛知・岐阜・三重・静岡）の校友会が協力し、東海のものづくり精神を生かしたものやマンモグラフィ検診など新しい企画も行われた。
実施にあたっては校友会本部とも連携をとりながら、準備をかさね、総力で盛会となった。
会場確保や運営など裏方となって活動頂いた方々に大きく感謝したい。初めて全国校友大会に参加し、大いに楽しんだ東海地区在住の校友が多かったことから、関西や関東地区以外での全国校友大会の開催は、より多くの校友に参加の機会をつくるよい機会との印象をうけた。全国大会の前日には、栄地区でのプレイベントを行い、広く市民を含めた方々で盛り上がることができた。また企画・準備をとおして、東海エリアの校友会のつながりができたことが、大きな成果のひとつであった。
事例2：千葉県校友会　会長　山本良太氏
全体の集い・役員会とは別に、千葉・東葛・葛南ブロックおよびチームＲちば・歴史地理探訪会・ゴルフ同好会・アナデジサロンなどを中心に活動しやすいグループがいくつかあり、定期的に交流企画を実施している（年間約30件という多さ）。
各グループが特色ある活動を目指しており、ときには近隣校友会とも連携し参加しやすい企画を継続している。内容はスポーツ観戦、花見、ＢＢＱ、新人歓迎会、ボーリングといったものからゴルフ、囲碁、競馬観戦、ビール工場見学まで様々で幅広い。
なかでも東葛ブロックの朝の懇談会や、活動実績35回にのぼる歴史地理探訪会、女性校友の参加も多いチームＲちばが興味深い活動をしている。

事例3：島根県校友会　副会長　石橋正吉氏
ほかの2県にくらべて少ない校友だが、だからこそできる活動もあるという視点で活動紹介がなされた。年1回の総会では全体の1割程度の校友が参加している。
平成元年からつづく出雲駅伝の応援ツアーが、貴重で盛大な校友企画となっている。
立命館は第9回から出場することとなり、以後じわりじわりと成績をあげ、昨年は6位になった。校友だけでなく在校生とのふれあいがあり、多世代間および近隣校友会との交流企画としてよき例となっている。今後も盛り上げていきたい、とのこと。

□社会連携課よるホームカミングデー開催にあたってのお願い
今年の全国大会は初の九州地区開催ということで福岡で予定されている。
それとは別に校友が世代を超えてふるさとに帰る1日として、6月6日にホームカミングデー（ＨＣＤ）を衣笠およびＢＫＣにて開催することとなった。
母校にかえり学生時代と思いだすとともに、今の立命館にもふれる。
在学生、地域の方々も参加し、校友・家族みなで世代をこえて絆をふかめるイベント。
現在、さまざまな企画を検討中。今後、大学ＨＰ内に特設サイトをアップする予定。

○予定企画（一部抜粋・変更の可能性あり）
@衣笠キャンパス
・多才な校友によるトークセッション
・山田洋次監督のトークショー
・白川静先生の生誕100周年記念企画　ほか


@ＢＫＣキャンパス
・著名人による講演やトークセッション
・のど自慢大会
・校友と学生の音楽コラボステージ　ほか

@両キャンパス
・ステージショーなどの大交流会R-Garden（大福引抽選会など）
・懐かしの広小路キャンバス（写真展示や映像体験）を再現
・ファミリー&キッズ企画　ほか

ＨＣＤにあたり、各都道府県より、企画を充実させるため、また、企業ブランドおよび校友活躍のアピールとして、ぜひとも福引抽選会の景品をご提供頂きたいとの依頼があった。
また、今後、各都道府県校友会活動を効果的に進め支援するため、「年間活動報告書」の提出依頼があった。休憩後、会長・事務局長幹事長は2010年度校友会本部運営方針説明へ、
また、そのほかの参加者は事業委員会による若手校友対象企画へ参加した。

□会長・事務局長幹事長は2010年度校友会本部運営方針説明
個人情報の取り扱いや現役学生応援企画に対する支援、リコネクトプロジェクト校友会本部事業化、海外校友会の支援体制強化など、あわせて8つの方針についての説明・確認が行われた。

□事業委員会による若手校友対象企画
参加者は6グループ（9名ずつ）にわかれ、事業委員会による事前調査結果報告
（一部校友を対象とした、都道府県ブロック別若手ヒアリング結果および若手校友対象アンケート）をふまえて、「校友会活性化」をテーマにディスカッションを行った。
校友の中にしめる平成卒業の割合も次第に高まってきている。いかに校友会活動への参加者を増やすかが課題。
愛知県はＤグループ（北海道東・岩手・富山・愛知・奈良・広島・愛媛・沖縄）に参加。
グルーブリーダー事業委員会上條雅和氏のリードで自由な形式でディスカッションをすすめていく。キーワードは「楽しみづくり」「面白さ発見」「人間習熟」「社会貢献」また
「10年後の新しい校友会のために今からできることは何か」。最終的には集まった意見をまとめ校友会会長に答申として提出される予定。また、川本八郎氏著書「大学革命　立命館はなぜ成功したか」も紹介があった。本書では大学教育と改革の重要性が述べられている。
○事前調査結果
・若手校友のなかには校友会にでることのメリットを感じられないため参加しない人が多い
・昭和卒と平成卒のギャップが大きい
・女性校友参加のためには託児所確保など育児支援が必要
・校友会を在学時にアピールしておく必要がある、卒業後も情報を知らない校友がいる（情報周知が第一）
・若手校友のみのイベントは参加しやすいが、縦のつながりを大切にしないと先細りする
・新卒は仕事を覚えるのに忙しく、30・40代は仕事と家庭に時間をとられて参加できないのでは
・なかには「平成の会」をたちあげているところもある
・イベントの内容によっては参加したいという意見が7割と多い
・ＳＮＳなどのネットワークを活用したらよいのでは（一方で利用するしないに差がでる可能性あり）
・昔話もよいが、これからの大学の話を知りたい
・同世代の校友の有無が、参加の可否に大きく影響している

○出された意見のまとめ
・まず校友会を知ってもらう→イベントに来てもらう→続けて来てもらう→活動に参加してもらう、という流れづくりが大事
・参加するメリットがないという人がいるが、校友会という莫大なネットワークこそが財産であり参加する意義と伝える
・近隣県との連携も推進したい
・規模は小さくても集まって活動続けることが必要

・参加者の楽しんでいる姿を伝えることで、新しい参加者へアピールする（愛知・奈良）
・校友がすくない、または、物理的に集まることがむずかしい地域では、対象をひろげ
　立命館校友に限らず、京都や関西の大学校友との合同イベント（ゴルフ・ボーリング）を実施している（北海道東・富山・愛媛）
・近隣県やAPUなど関連大学との連携をはかる（愛知・佐賀）
・Ｕターン就職自体が少なく校友が増えないので、京都をキーワードに京都につながるイベントを実施した（岩手）

・卒業後しばらくは参加しなかったがきっかけ（異動によるネットワークづくりなど）があり参加するようになった（富山・奈良）

・「寮歌祭（大学の寮歌合唱を競うコンクール）」に合わせて校友大会を実施して交流している（佐賀）
・「りつめいサロン」として県校友会の役員と有志が月に1度集まって交流している（富山）
・都道府県に縁のある文化（落語など）をひろげる企画を実施した（富山）
・懇親会もよいが、勉強会や体験ツアーなど懇親会だけでない企画も必要（奈良・愛媛）

・健康セミナーや文化交流企画を女性校友の会（大人女子部）として東海エリアで実施している（愛知）
・女性の会をランチの会としてH18から実施している。幅広い年代があつまり情報交換。往復はがきでやりとり（広島）
・若手の会は会費納入者への声かけを中心にH21から開始。新名所ツアーなど実施（広島）

・先輩たちに、若手にできそうなことはまかせる風土がある（愛知）
・名簿情報の管理が大変。案内がもどってきたり届かない（秋田・愛知・愛媛・沖縄）
・校友会ＨＰをみてもらうよう、イベントで告知する（愛知）
・世代間ギャップはないので集まりやすい。アナログほど関係が深いのでデジタルな手段に頼りすぎないほうがよい（沖縄）
・アナログも活用しつつ、世代に応じてＳＮＳやTwitterなどのツールを活用する必要がある（愛知）

第2部　会長会議・事務局長幹事長会議
□会長会議
立命館大学校友会総務委員長中村義孝氏による進行で進められた。
立命館百年史編纂室吉田幸彦氏を講師に招き「母校の発展を支えた校友会90年の歩み」とのテーマの講演会は大好評であった。

□事務局長・幹事長会議
立命館大学校友会事務局長武田敦氏による進行で議事が進められた。
ここでは、「校友会設立100周年までの10年間にすべきこと
～都道府県校友会と大学との真の係わりを目指して～」
をテーマに第1部の全体会を踏まえた活発な意見交換会が行われた。

第3部　懇親会
会議の後は会場を移し、お楽しみの懇親会となった。
席順はくじによって決まるという演出。
各テーブル様々な顔ぶれとなり、最初は緊張した面持ちであった参加者もやがてうちとけ、
都道府県や役職に偏らず、さらに交流を深めることとなった。

開会挨拶および乾杯の発声は、立命館常務理事の森島朋三氏より頂いた。「立命館スポーツは全体的に健闘したものの、女子駅伝など実に惜しい結果となったものもあった。まだまだ秘めた力があるのでこれからも盛り上げていきたい。」との力強い言葉で懇親会がスタート。各テーブルに校友会スタッフも加わり、コース料理を囲みながら、名刺交換や再開を喜ぶ姿、会場全体が大きな熱気とともに美味しく楽しいひと時を過ごすことができた。続いて、女子陸上競技部の井元章夫監督及び選手による応援お礼の挨拶が行われた。「仏教大学の大躍進で今シーズンは涙をのんだが、この悔しさをばねに次こそは優勝すべく全力を尽くす」との決意、「いつも沿道から驚くほどの大きくたくさんの声援で、気持ちよく安心して走ることができています」との感謝の言葉などが監督および各選手から伝えられ、会場は大きな拍手に包まれた。また、各選手には出身都道府県をたずね、一同なごむ一場面もあった。

その後、校友会事務局スタッフの紹介が課毎に行われた。大勢の有能なスタッフの方々のおかげで校友会運営が行われていることを参加者一同感謝した。途中、順にテーブル毎に写真撮影も行なわれ、一同笑顔でよい記念となった。
社会連携課古橋氏のリードによるグレーター立命を合唱し、懇親会も終盤に。
最後は立命館大学校友会副会長西村義行氏による中締めにて閉会となった。





